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1.　研究 の目的。我 々が日常摂取す る食物成分 は生食

品成分の合計でもないし，又同じ成 分で も食 品の種類や

食べ方でそ の存在 の状 態が異 なる。こ れらのことは直ち

にその食物 の栄養的,又は嗜好的価値 を大 きく左 右する。

よって我々は日常摂取食物 の真 の価値 を追 究する目的 で

表題 のご とき研 究を行な う。

2.　方法。かぶ のぬか みそ漬け を行 ない， その過 程に

おけ るかぶ の全Ｐ と無機Ｐ を，放射 既p を用い る測 定法

並びに比色法によ って定 量し， 同時 に同じ 試料につい て

水分，PH, 滴定酸度 をし らべ，これら成 分相互の関係を

み た。

3.　成　 果

かぶをぬかみそに漬け ると全Ｐ と無機Ｐ の含量は増加

し， 水分およびpH 値は減少し，滴定 酸度 は増加する。


